
「運用の基本方針」及び「政策的資産構成割合」の策定義務化 

○ 一定の予定運用利回りを確保する必要があるDB制度においては、積立金の運用の目的やその資産構成な
どの事項を記載した「運用の基本方針」や長期にわたり維持すべき資産の構成割合である「政策的資産構成割
合」の策定なしに安定的な運営は困難であることから、原則全てのDBにおいて「運用の基本方針」及び「政策
的資産構成割合」の策定を義務付けることとします。 

 
※１ 受託保証型DB（運用の方法が生命保険一般勘定に限定され、将来にわたり、年金資産が給付のために積み立てておくべき額を下

回らず、積立不足が生じない設計となっているDB）は除きます。 

 
○ そのため、これまで「運用の基本方針」及び「政策的資産構成割合」を策定していなかったDBについては、平
成30年4月1日までに新たに策定する必要があります。 

 
  ※２ 「運用の基本方針」の策定は、これまで小規模DBにおいて努力義務であったため、作成していない小規模DBにおいては新たに策

定する必要があります。  
  ※３ 「政策的資産構成割合」の策定は、全てのDBにおいて努力義務であったため、作成していないDBにおいては新たに策定する必要

があります。 
  ※４ 「運用の基本方針」及び「政策的資産構成割合」の策定を努力義務として規約に規程しているDBにおいて、今回の改正に伴いこれ

らの策定を義務とする内容の規約の変更を行う場合には、規約変更の承認の申請及び届出は不要です。 
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「運用の基本方針」 
  

DBの資産運用に係る以下の基本的な方針を規定。 
・ 積立金の運用の目標に関する事項 
・ 運用資産の構成に関する事項 
・ 運用受託機関の選任に関する事項 
・ 運用業務に関する報告の内容及び方法に関する事項 
・ 運用受託機関の評価に関する事項 
・ 運用業務に関し遵守すべき事項  等 

「政策的資産構成割合」 

 各DBの積立金の運用の
目標を達成するために、
各DBにおいて長期にわた
り維持すべき資産の構成
割合。 
 基本ポートフォリオ等とも
呼ばれます。 
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